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初出「一帯一路」

習近平氏が国家主席の座に就いた 2013 年の

9月に習主席から「一帯」（陸のシルクロード）

がカザフスタンで，翌 10 月に「一路」（海上シ

ルクロード）がインドネシアで提唱された。7

年目に入った 2020 年の一帯一路の参加・支持

国は 100 余か国とされているが，参加国数や沿

線国数については公式発表されていない。

一帯一路とは何か？

いろいろな視点から説明がなされてはいる

が，習主席の談話等から，一帯一路とは①人類

運命共同体建設のためのプラットフォーム，②

グローバルガバナンス改革へのアプローチと理

解される。

①については 2020 年の新年賀詞で，「我々は

世界各国の人々と手を携えて，一帯一路の共同

建設を積極化し，人類運命共同体の構築を推進

し，人類のより美しい未来を創造していくため

に絶えず努力していく」と述べ，一帯一路を人

類運命共同体のプラットフォームと公言してい

る。

②については 150 か国（6000 人）が参加し

た 2019 年 4 月の第 2 回一帯一路国際協力サ

ミットフォーラムで，「一帯一路の共同建設は，

経済グローバリズムの歴史的潮流でありグロー

バルガバナンス体系の変革への時代の要求であ

る……未来に向け共に一帯一路の『精密画』を

描こう」と呼び掛けている。

「三共」原則と「五通」事業

一帯一路は合作共贏（協力・ウインウイン）

を前提に，「三共」原則（共に協議し，共につ

くり，共に分かつ）に沿って「五通」事業（政

策協調，インフラ整備，貿易・投資円滑化，資

金確保，文化・人的交流等）を柱に実施され

る。

「三共」原則の受入事例として，① 168 の国

及び国際機関・組織が中国と一帯一路の共同建

設にかかわる 200 の協力文書に署名している，

②国連，G20，APEC などの関係文書に一帯一

路の共同建設・核心的理念（原則）が明記され

ている，などが挙げられる。

「五通」事業の実行事例として一帯一路沿線

国を中心に，①一帯一路と国家・組織の発展戦

略との連接，②交通・港湾・航空・流通網など

の共同整備，③ FTAなど経済連携の構築，④

人民元の国際化および内外金融機関との連携，

⑤中国のソフトパワーの発揮が進展しつつある

等が挙げられる。この結果を踏まえて，中国は

一帯一路の原則と事業が一応のグローバル・コ

ンセンサスを得つつあるとみて「『精密画』を

描く」段階に至ったと判断したと考えられる。
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江原規由

Full-fact 一帯一路（One belt One road Initiative: BRI）

デッサンから精密画へ，最近の 5通事業の進展事例

＊○数字はそれぞれ上記「五通」事業の○数字に対応

①「一帯一路」と発展戦略との連接は，ロシア主導のユーラシア経済連合，ベトナム（両廊一圏），ポーラ

ンド（琥珀の道），ユンケル投資計画（EU）など多数。

②中国-欧州定期貨物列車（2019 年末時点）：前年比 29％増の 8,225 列（累計：2.1 万列）

欧州大陸 18 か国・57 都市を連結。主要貨物は機械設備，農産品，鉱物資源など。

・6 大経済回廊（中国・パキスタン経済回廊など），ギリシャ・ピレウス港プロジェクト，中国・タイ鉄道

などの建設およびその推進。パキスタン・グワーダル新国際空港の建設着工（2019 年 1 月）など。



実績と課題

一帯一路参加国との貿易（2019 年）は，前

年比で中国全体を 2 ポイント上回る 6％成長

（1.3 兆ドル）を遂げ，中国全体のほぼ 3 割

（29.4％）を占めた。一帯一路沿線国への投資

額（150.4 億ドル，非金融類）でも，中国の対

外投資全体の 1割強（約 13％）を占めている。

一帯一路=インフラ建設が目立つが，対象は文

化・人的交流，資金協力など広範に亘る。

各国の対応

一帯一路への各国，地域，国際組織の対応は

一様ではない。

米国は一帯一路には否定・懐疑的である。ポ

ンペオ国務長官が一帯一路について「各国の主

権を害している」として警戒し続けるよう英側

に促したとされる（2019 年 5 月の訪英時）。

BEXIT で揺れる EU 諸国は対応にばらつき

がある。イタリアが昨 2019 年 3 月一帯一路へ

正式参加（G7 で初）を決定したことに EU 内

で賛否両論が沸騰した。

中欧 16 か国は一帯一路の欧州への最前線基

地として中国企業の進出，共同プロジェクトが

少なくない。

BRICS は一帯一路のアフリカ展開，ラテン

アメリカ展開のプラットフォームになると期待

されている。実際，両地域への一帯一路事業の

展開が目立っている。

インドが加盟（2017 年）したロシア，中国

主導の上海協力機構（SCO）では一帯一路事

業は進展・歓迎の方向にある。

日本の一帯一路への姿勢は 2017 年に変わっ

た。開放性，透明性，経済性，対象国財政の健

全性等 4条件を確認した上での第 3国市場協力

を，安倍首相，二階幹事長が表明している

（2019 年 3 月参議院予算委首相表明，同 4 月第

2 回一帯一路国際協力サミット・フォーラム幹

事長表明など）。

「債務の罠」問題

2018 年 6 月 NY タイムズがスリランカのハ

ンバントタ港運営権譲渡の見返りに，一帯一路

がらみで同港建設費 13 億ドルを中国の借款で

賄ったとの報道から債務の罠問題が脚光を浴び

た。中国側からは「事業選択，投融資協力など

共に相談，リスク評価と FS 調査・分析後の慎

重な決定」（楊潔篪中共中央政治局委員）と

いった主張や，習主席の「解放，エコ，クリー

ンの理念を堅持し，閉鎖的・排他的な小グルー

プは作らずクリーンをベースにしたインフラ建

設，投資，金融を推進し，……オープンで透明

度の高い運営を堅持し」といった批判を意識し
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③一帯一路に輻射するFTAネットワークの構築が中国のFTA戦略。

同ネットワークの過半が一帯一路沿線国（ASEAN，パキスタン，ジョージアなど）との締結。目下交渉

中のRCEP，日中韓 FTAも一帯一路FTAネットワークの一翼との判断。

・海外経済貿易合作区（中国が建設・協力する沿線国の外資受入れ・プロジェクト推進拠点）の拡大。

④資金調達：27 か国と「一帯一路資金調達指導原則」を採択（2019 年 4 月末時点，以下同じ）。

・一帯一路沿線約 40 数か国・地域で人民元クロスボーダー決済が可能。

・中国人民銀行が米州開発銀行，アフリカ開発銀行，欧州復興開発銀行との間で合同融資（70 余国・地域

で累計 100 件余のプロジェクト）を展開。

・中国設立のシルクロード基金，ADB，AIIB などとの共同融資の進展

⑤沿線 57 か国とビザ相互免除協定を締結（2019 年 4 月末時点，以下同じ）

・政府奨学金「シルクロードの道」を創設，沿線 24 か国と高等教育学歴学位相互認定協定を締結。

・中国への留学生の約半数が一帯一路沿線国からの人材

・第 1回アジア文明対話大会開催（2020 年 5 月）

各種報道，資料などから筆者作成



たかの表明もある（第 2回一帯一路国際協力サ

ミット・フォーラム）。

さらに同フォーラムで中国財政部は「IMF

や世銀の低所得国債務持続可能分析枠組みを基

礎に，一帯一路沿線国の実情を勘案し，中国と

一帯一路の共同建設国の金融機関および国際機

関との融資にかかわる協力を奨励する」と発表

した（「一带一路债务可持续分析框架」）。

一帯一路と改革開放（筆者の試論）

一帯一路は 1978 年に鄧小平氏が打ち出した

改革開放の国際版ともとれる。「五通」事業に

は改革開放の諸策が多々継承されている。改革

開放は「先冨論」と「社会主義市場経済」の独

特の理論・制度で中国を経済大国の座に押し上

げた。果たして，一帯一路は『三共』原則と

『五通』事業で，グローバルガバナンス改革と

人類運命共同体の建設をどこまで成し遂げられ

るのであろうか。

えはら のりよし／（一財）国際貿易投資研究所研究

主幹
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